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１　

条
例
制
定
に
至
っ
た
背
景
と
経
緯

生
物
多
様
性
と
は
、「
す
べ
て
の
生
物
の
間
の
変

異
性
を
い
う
も
の
と
し
、
種
内
の
多
様
性
、
種
間
の

多
様
性
及
び
生
態
系
の
多
様
性
を
含
む
」
と
定
義
さ

れ
て
い
る
（
生
物
多
様
性
条
約
に
よ
る
）。

ま
た
、
生
物
多
様
性
は
、
人
間
を
含
め
た
多
様
な

生
命
の
歴
史
の
中
で
作
ら
れ
た
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
く
ら
し
は
、
食
糧
や
水
、

気
候
の
安
定
さ
ら
に
は
精
神
的
価
値
や
地
域
文
化
な

ど
、生
物
多
様
性
か
ら
得
ら
れ
る
恵
み（
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
）
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
（
生
物
多
様
性

国
家
戦
略
２
０
１
２-

２
０
２
０
に
よ
る
）。

し
か
し
、
今
日
で
は
地
球
規
模
で
生
物
多
様
性
の

損
失
が
進
行
し
て
い
る
た
め
、
平
成
22
年
10
月
に
名

古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締

約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
）
で
採
択
さ
れ
た
「
戦
略
計

画
２
０
１
１-

２
０
２
０
」（
愛
知
目
標
）
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
に
、そ
の
防
止
の
た
め
の
早
急
な
行
動
が
、

国
の
み
な
ら
ず
各
層
に
お
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
道
は
我
が
国
の
中
で
も
特
有
で
豊
か
な
生
物
多

様
性
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

の
登
録
な
ど
、
早
く
か
ら
そ
の
保
全
に
取
り
組
ん
で

き
た
。
希
少
野
生
動
植
物
種
の
絶
滅
を
防
ぐ
た
め
に

は
、「
北
海
道
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
」（
平
成
13
年
）

を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
目
的
に
「
生
物
の
多
様
性

の
保
全
」
を
明
記
し
た
「
北
海
道
希
少
野
生
植
物
の

保
護
に
関
す
る
条
例
」（
同
年
。
以
下「
希
少
種
条
例
」

と
い
う
。）
を
制
定
し
た
。

外
来
種
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の
悪
影
響
を
防
ぐ

先進・ユニーク条例【解説】

北海道では、人と自然とが共生する豊かな環
境の実現を図り、現在及び将来の世代の道民
の健康で文化的な生活の確保に資するため
に、生物多様性の保全及び持続可能な利用に
関し、基本原則を定め、道、道民、事業者等
の責務を明記した。

北海道

た
め
に
は
「
北
海
道
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例
」（
同
年
。
以
下「
動
物
愛
護
条
例
」と
い
う
。）

に
飼
養
動
物
の
野
生
化
防
止
の
た
め
の
規
定
を
盛
り

込
み
、平
成
15
年
に
「
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
基
本
方
針
」

を
策
定
す
る
な
ど
、「
特
定
外
来
生
物
に
よ
る
生
態

系
等
に
係
る
被
害
の
防
止
に
関
す
る
法
律
」（
平
成

16
年
。
以
下
、「
外
来
生
物
法
」
と
い
う
。）
の
制
定

以
前
か
ら
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
さ
ら
に
、
全

国
に
先
駆
け
、
本
道
に
お
け
る
外
来
種
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
た
「
北
海
道
の
外
来
種
リ
ス
ト
」（
平
成

16
年
（
平
成
22
年
改
訂
）。
通
称
「
北
海
道
ブ
ル
ー

リ
ス
ト
」。）
を
作
成
し
た
。

ま
た
、「
生
物
多
様
性
基
本
法
」（
平
成
20
年
）
に

基
づ
く
生
物
多
様
性
地
域
戦
略
と
し
て
、「
北
海
道

生
物
多
様
性
保
全
計
画
」（
平
成
22
年
）を
策
定
し
て
、

北
海
道
生
物
の
多
様
性
の
保
全
等
に

関
す
る
条
例

北
海
道
環
境
生
活
部
環
境
局
生
物
多
様
性
保
全
課
主
査
　
武
田　

忠
義
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総
合
的
な
取
組
み
を
図
っ
て
き
た
。

一
方
で
、
エ
ゾ
シ
カ
や
外
来
種
の
増
加
は
、
農
林

水
産
業
等
へ
の
被
害
に
止
ま
ら
ず
、
本
道
の
豊
か
な

生
態
系
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
う
い
っ
た
今
日
的
課
題
に
対
応
し
つ
つ
さ
ら
に
施

策
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
制
度
的
枠
組
み

が
必
要
で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
北
海
道
環
境
審
議

会
に
お
け
る
「
条
例
の
基
本
的
な
考
え
方
」
の
諮
問
・

答
申
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
及
び
道
議
会
議
論
を

経
て
、
本
年
３
月
、
生
物
多
様
性
の
保
全
等
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
な
ど
を

目
的
と
し
た
、「
北
海
道
生
物
の
多
様
性
の
保
全
等

に
関
す
る
条
例
」（
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。）
を
制

定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（
第
１
章
・
第
２
章
は
４
月

１
日
施
行
。
第
３
章
以
降
は
７
月
１
日
施
行
。）。

な
お
、
条
例
の
名
称
及
び
条
文
に
お
い
て
は
「
生

物
の
多
様
性
」
と
い
う
表
記
を
用
い
、
そ
れ
以
外
で

は
「
生
物
多
様
性
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
国
に
お

け
る
用
法
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。

２　

条
例
の
構
成

こ
の
条
例
は
、（
１
）
理
念
的
要
素
、（
２
）
施
策

推
進
的
要
素
、（
３
）
規
制
的
要
素
の
３
つ
の
側
面

を
併
せ
持
っ
た
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
条
例

の
特
徴
的
な
規
定
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
条
例
は
全

83
条
に
及
ぶ
た
め
、
全
文
は
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

http://w
w

w
.pref.hokkaido.lg.jp/ks/skn/

tayousei/tayousei_top.htm

（
１
）
理
念
的
要
素

生
物
多
様
性
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
に
つ

い
て
、
７
つ
の
基
本
原
則
を
定
め
、
条
例
の
基
本
と

な
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
た
。（
第
３
条
）

（
２
）
施
策
推
進
的
要
素

ア
．
北
海
道
生
物
多
様
性
保
全
計
画
（
第
９
条
）

「
北
海
道
生
物
多
様
性
保
全
計
画
」
は
前
出
の
と

お
り
策
定
済
み
で
あ
る
が
、
改
め
て
、
道
の
責
務
と

し
て
策
定
す
る
こ
と
を
規
定
し
た
。

イ
．
生
物
の
多
様
性
の
保
全
を
図
る
上
で
特
に
配
慮

す
べ
き
地
域
等
（
第
11
条
）

生
物
多
様
性
の
保
全
を
図
る
上
で
特
に
配
慮
す
べ

き
地
域
及
び
野
生
動
植
物
に
関
す
る
情
報
を
公
表
す

る
こ
と
で
、
事
業
立
案
時
等
に
、
そ
の
保
全
に
つ
い

て
自
発
的
な
配
慮
を
促
す
こ
と
と
し
た
。

ウ
．生
物
多
様
性
維
持
回
復
事
業（
第
15
条
―
第
20
条
）

生
物
多
様
性
の
維
持
回
復
を
図
る
た
め
の
事
業

（
希
少
種
の
保
護
増
殖
、
外
来
種
防
除
等
）
を
計
画

的
に
実
施
す
る
た
め
、
道
又
は
地
方
公
共
団
体
、
民

間
団
体
等
が
、「
生
物
多
様
性
維
持
回
復
事
業
計
画
」

に
基
づ
き
事
業
を
実
施
で
き
る
規
定
を
設
け
た
。          

ま
た
、
事
業
の
効
率
的
実
施
の
た
め
、「
北
海
道

立
自
然
公
園
条
例
」
に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
北
海
道

立
自
然
公
園
及
び「
北
海
道
自
然
環
境
等
保
全
条
例
」

に
基
づ
き
指
定
さ
れ
た
自
然
環
境
保
全
地
域
で
本
計

画
に
基
づ
く
事
業
を
実
施
す
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
条
例
に
基
づ
く
許
可
等
の
一
部
を
適
用
除
外
す
る

こ
と
と
し
た
。

（
３
）
規
制
的
要
素

鳥
獣
の
保
護
管
理
、外
来
種
に
よ
る
影
響
の
防
止
、

希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護
、
の
３
章
か
ら
成
る
。

先進・ユニーク条例
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ア
．
鳥
獣
の
保
護
管
理
に
関
す
る
措
置

鳥
獣
の
適
正
な
保
護
管
理
は
、
生
物
多
様
性
の
保

全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
を
推
進
す
る
た
め
に
不
可

欠
で
あ
る
た
め
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
措
置
等
を
定

め
た
。

①　

特
定
の
鳥
獣
の
増
加
に
よ
る
影
響
の
防
止
（
第

22
条
）

特
定
の
鳥
獣
の
増
加
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の
影

響
の
防
止
及
び
捕
獲
さ
れ
た
鳥
獣
の
有
効
活
用
を
図

る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
た
。

②　

指
定
餌
付
け
行
為
に
関
す
る
規
制
（
第
26
条
―

第
30
条
）

鳥
獣
へ
の
餌
付
け
に
起
因
す
る
感
染
症
の
蔓
延
や

生
態
系
へ
の
悪
影
響
等
を
防
止
す
る
た
め
、
鳥
獣
へ

の
餌
付
け
行
為
の
う
ち
、
生
物
多
様
性
に
著
し
い
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か
又
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

を
「
指
定
餌
付
け
行
為
」
に
指
定
し
、
こ
れ
を
禁
止

す
る
と
と
も
に
、
違
反
者
に
中
止
等
必
要
な
措
置
を

勧
告
し
、
従
わ
な
い
場
合
は
そ
の
旨
を
公
表
で
き
る

こ
と
と
し
た
。

イ
．
外
来
種
に
よ
る
影
響
の
防
止

本
道
は
、
我
が
国
の
中
で
も
特
有
の
動
植
物
相
を

有
す
る
地
域
で
あ
る
た
め
、
ア
ラ
イ
グ
マ
等
国
外
に

原
産
地
を
持
つ
外
来
種
の
み
な
ら
ず
、
ト
ノ
サ
マ
ガ

エ
ル
や
カ
メ
類
等
、
国
内
の
他
地
域
か
ら
道
内
に
持

ち
込
ま
れ
た
種
（
国
内
外
来
種
。「
外
来
生
物
法
」

の
対
象
外
。）
に
よ
る
生
物
多
様
性
へ
の
影
響
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
国
内
外
来
種
も
含
め
た

対
策
を
推
進
す
る
た
め
、必
要
な
措
置
等
を
定
め
た
。

①　

指
定
外
来
種
の
指
定
等
（
第
32
条
）

生
物
多
様
性
に
著
し
い
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
か

又
は
そ
の
お
そ
れ
の
あ
る
種
を
「
指
定
外
来
種
」
に

指
定
で
き
る
こ
と
と
し
た
（「
外
来
生
物
法
」
の
特

定
外
来
生
物
及
び
「
動
物
愛
護
条
例
」
の
特
定
移
入

動
物
を
除
く
。）。

②　

飼
養
者
及
び
販
売
者
の
義
務
（
第
33
条
）

「
指
定
外
来
種
」
の
逸
走
等
を
防
止
す
る
た
め
、

そ
の
個
体
の
飼
育
・
販
売
に
あ
た
っ
て
「
特
定
飼
養

等
施
設
」
へ
の
収
容
を
義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
販

売
者
は
購
入
者
に
そ
の
旨
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
し
た
。

③　

指
定
外
来
種
を
放
つ
こ
と
等
の
禁
止
等
（
第
35

条
、
第
36
条
）

「
指
定
外
来
種
」
の
分
布
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、

そ
の
個
体
を
本
来
の
生
息
地
又
は
生
育
地
以
外
に
放

つ
こ
と
等
を
禁
止
し
、
違
反
し
た
者
に
対
し
て
中
止

又
は
原
状
回
復
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
。
ま
た
、
そ
の
命
令
に
違
反
し
た
者
に
30
万
円
以

下
の
罰
金
を
課
す
こ
と
と
し
た
（
第
81
条
）。

ウ
．
希
少
野
生
動
植
物
種
の
保
護

野
生
動
植
物
種
の
絶
滅
を
防
ぐ
こ
と
は
生
物
多
様

性
保
全
上
緊
急
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
条
例
と
同
じ

目
的
を
持
つ
「
希
少
種
条
例
」
を
整
理
統
合
し
た
。

①　

指
定
希
少
野
生
動
植
物
種（
第
42
条
―
第
53
条
）

野
生
動
植
物
種
の
絶
滅
を
防
ぐ
た
め
、
特
に
保
護

が
必
要
な
も
の
を
「
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に

指
定
で
き
る
も
の
と
し
、
捕
獲
等
の
禁
止
及
び
違
法

捕
獲
個
体
の
所
持
の
禁
止
等
を
定
め
、
違
反
者
に
１

年
以
下
の
懲
役
又
は
50
万
円
以
下
の
罰
金
を
課
す
こ

と
と
し
た
（
第
79
条
）。

ま
た
、「
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
」
の
う
ち
、

そ
の
個
体
の
譲
渡
等
を
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
も
の

を
、「
特
定
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に
指
定
で
き
る

こ
と
と
し
た
。

な
お
、「
希
少
野
生
動
植
物
種
」
は
希
少
種
条
例

に
基
づ
き
28
種
（
う
ち
「
特
定
希
少
野
生
動
植
物
種
」

７
種
）
を
指
定
済
み
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
本
条
例
に

基
づ
き
指
定
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。

②　

特
定
希
少
種
事
業
者
の
登
録
等
（
第
54
条
―
第

62
条
）

「
特
定
希
少
野
生
動
植
物
種
」
の
生
き
て
い
る
個

体
の
譲
渡
し
の
事
業
を
行
う
者
は
、
知
事
の
登
録
を

受
け
、
譲
渡
し
等
の
記
録
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
た
。

③　

生
息
地
等
の
保
護
に
関
す
る
規
制
（
第
63
条
―

第
72
条
）

指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
を
保
護
す
る
た
め
に
必

要
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
生
息
地
等
を
「
生
息
地
等

保
護
区
」
に
、
そ
の
中
で
も
特
に
保
護
の
必
要
が
あ
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北海道生物の多様性の保全等に関する条例の構成　

第１章　総則（第１条－第８条）
　・目的、定義、基本原則、道・事業者・道民等の責務、適切な役割分担　など

第２章　生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的施策（第９条－第 14条）
　・生物多様性保全計画、調査等の推進、生物の多様性の保全を図る上で特に配慮すべき地域等

第３章　生物多様性維持回復事業
　第１節　生物多様性維持回復事業の実施（第 15条－第 18 条）
　・生物多様性維持回復事業計画、生物多様性維持回復事業の実施等
　第２節　認定生物多様性維持回復事業等に関する特例（第 19条・第 20 条）
　・北海道立自然公園条例の特例、北海道自然環境等保全条例の特例

第４章　鳥獣の保護管理
　第１節　鳥獣の保護管理に関する措置（第 21条－第 25 条）

・ 生物の多様性の保全等のための鳥獣の保護管理の推進、特定の鳥獣の増加による影響の防止、感染症の
防止、人材の育成、餌付け行為の防止に関する広報活動の充実等

　第２節　指定餌付け行為に関する規制（第 26条－第 30 条）
　・指定餌付け行為の指定等、指定餌付け行為の禁止、報告徴収及び検査、勧告、公表

第５章　外来種による影響の防止
　第１節　指定外来種に関する規制（第 31条－第 37 条）

・ 外来種対策基本方針、指定外来種の指定等、飼養者及び販売者の義務、指定外来種を放つこと等の禁止、
中止命令等　など

　第２節　指定外来種の防除（第 38条－第 40 条）
　・指定外来種の個体の防除等、損失の補償　など

第６章　希少野生動植物種の保護
　第１節　指定希少野生動植物種等の指定（第 41条・第 42 条）
　・希少野生動植物種保護基本方針、指定希少野生動植物種及び特定希少野生動植物種の指定等
　第２節　指定希少野生動植物種の捕獲等に関する規制（第 43条－第 53 条）
　・捕獲等の禁止、所持等の禁止、捕獲等の許可、許可の基準、許可の条件　など
　第３節　特定希少種事業者の登録等（第 54条－第 62 条）
　・特定希少種事業者の登録、特定希少種事業者登録簿の閲覧、帳簿の備付け等　など
　第４節　生息地等の保護に関する規制（第 63条－第 72 条）
　・生息地等保護区、管理地区、立入制限地区、監視地区　など

第７章　推進体制の整備（第 73条－第 75 条）
　・推進体制の整備、取締りに従事する職員、生物多様性保護監視員

第８章　雑則（第 76条－第 78 条）
　・財政上の措置、国等に関する特例、規則への委任

第９章　罰則（第 79条－第 83 条）

先進・ユニーク条例
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る
区
域
を
「
管
理
地
区
」
に
指
定
で
き
る
と
し
た
。

こ
れ
ら
の
地
域
で
は
工
作
物
の
設
置
等
一
定
の
行
為

が
制
限
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
「
管
理
地

区
」
の
中
に
「
立
入
制
限
地
区
」
を
指
定
で
き
る
こ

と
と
し
た
。

な
お
、
希
少
種
条
例
で
設
け
ら
れ
て
い
た
生
息
地

等
の
保
護
管
理
に
関
す
る
規
定
は
、
前
出
の
「
生
物

多
様
性
維
持
回
復
事
業
」
に
整
理
し
た
。

３　

今
後
の
展
望
と
課
題

鳥
獣
の
保
護
管
理
に
つ
い
て
は
、
条
例
に
基
づ
く

施
策
を
推
進
す
る
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
個
別
条
例
的

性
格
を
持
つ
、
エ
ゾ
シ
カ
対
策
に
特
化
し
た
条
例
の

制
定
を
検
討
中
で
あ
る
。「
指
定
餌
付
け
行
為
」
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
内
を
目
処
に
指
定
の
基
準
等
を

定
め
た
上
で
、
指
定
を
進
め
る
。

「
指
定
外
来
種
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
今
年
度

内
を
目
処
に
指
定
の
基
準
等
を
定
め
た
「
外
来
種
対

策
基
本
方
針
」
を
策
定
し
た
上
で
、指
定
を
進
め
る
。

な
お
、「
指
定
餌
付
け
行
為
」、「
指
定
外
来
種
」
と

も
に
、
指
定
が
実
効
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
に
、
学

識
経
験
者
や
地
域
の
意
見
を
充
分
聴
き
、
対
象
を
選

定
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

「
指
定
希
少
野
生
動
植
物
種
」
に
つ
い
て
は
、
引

き
続
き
緊
急
な
保
護
が
必
要
な
種
の
指
定
を
進
め
て

い
く
と
と
も
に
、
生
息
状
況
等
の
監
視
を
行
っ
て
い

く
。
ま
た
、
研
究
機
関
や
地
域
と
協
力
し
な
が
ら
、

保
全
の
取
組
み
を
進
め
て
い
く
。

最
後
に
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
生
物
多
様
性
の

保
全
及
び
持
続
可
能
な
利
用
の
推
進
に
必
要
な
取
組

み
は
、
愛
知
目
標
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
多
岐
に
わ
た

る
。
そ
う
い
っ
た
取
組
み
の
基
盤
と
し
て
、
希
少
種

や
外
来
種
の
分
布
状
況
、
生
態
系
の
保
全
状
態
等
、

地
域
の
生
物
多
様
性
の
現
状
把
握
が
不
可
欠
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
条
例
第
10
条
で
も
調
査

等
の
推
進
を
規
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
本

道
の
取
組
み
は
決
し
て
充
分
な
も
の
で
は
な
く
、
今

後
と
も
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
例
え
ば
、
研
究
者
の
み
な
ら
ず
自
然
愛
好
家
や

住
民
団
体
等
も
野
生
動
植
物
に
関
す
る
情
報
を
多
数

蓄
積
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
主
体
に
よ
る
調

査
研
究
の
成
果
を
集
積
し
共
有
す
る
仕
組
み
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
生
物
多
様
性
の
保
全
及
び
持
続
可
能
な
利

用
は
、
法
令
の
み
に
よ
っ
て
実
現
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
理
念
を
行
政
、
事
業
者
、
民
間
団
体
、

住
民
等
そ
れ
ぞ
れ
が
理
解
し
、
自
ら
行
動
し
又
は
協

働
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
普
及

啓
発
が
重
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
生
物
多
様
性
に
関

す
る
情
報
を
広
く
発
信
し
、
多
様
な
主
体
の
活
動
を

結
び
つ
け
、
ま
た
、
支
援
を
行
う
組
織
や
仕
組
み
が

重
要
な
役
割
を
持
つ
と
考
え
て
い
る
。
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